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1 序
MをRiemann面とする. gをM上の有理型関数, ηをM上の正則 1形式で (1+|g|2)2ηη̄
がM 上の正定値計量を定めるとする. このとき

f̂ := Re

∫ (
1− g2, i(1 + g2), 2g

)
η

は 3次元 Euclid空間R3の極小曲面 (すなわち平均曲率 0のはめ込み) を与える. R3の
完備な極小曲面は豊富に存在し, その大域的性質について多くの研究が行われている. 一
方, 上と同じM , g, η (ただし |g|は恒等的に 1ではないとする) に対して

f := Re

∫ (
1 + g2, i(1− g2), 2g

)
η

は (+,+,−)型の 3次元 Lorentz-Minkowski空間R3
1への (特異点付き) 空間的極大曲面

(すなわち平均曲率 0の空間的曲面) を与えることが知られている ([18]). 完備な (特異点
のない) 空間的極大曲面は平面に限られることが知られている ([2]) が, ある種の特異点
を許容しその上で改めて完備性を定義することで, 完備な例が豊富に存在し大域的に興味
深い性質をもつことが分かってきている ([6, 7, 8, 9, 14, 19, 20]).

特に折り目特異点 (fold singularity) と呼ばれる特異点をもつ空間的極大曲面 f は, そ
の折り目特異点を介して時間的極小曲面 (すなわち平均曲率 0の時間的はめ込み) f∗に
実解析的に拡張される ([11, 12, 13, 17, 15]). このとき折り目特異点の集合 (のR3

1への
像) を γで表すと, γの近くでは

(1.1) f ∪ γ ∪ f∗

はR3
1へのはめ込みを与えている. このはめ込みを平均曲率 0はめ込みと呼び, 特に (1.1)

が埋め込みのときは 平均曲率 0埋め込みと呼ぶことにする. 平均曲率 0埋め込みの例は,
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常螺旋面

(1.2) H := {(x, y, t) ∈ R3
1 ; x sin t = y cos t}

や Scherk型曲面

(1.3) S0 := {(x, y, t) ∈ R3
1 ; t = log coshx− log cosh y}

などが知られている (図 1.1, [18, 3, 15])が, 非自明な位相をもつ例は知られていなかった.

図 1.1: 平均曲率 0埋め込みの例. 左: 常螺旋面. 右: Scherk型曲面. 白い部分が空間的極
大曲面, 黒い部分が時間的極小曲面に対応している.

我々はまずR3の Schwarz D曲面という極小曲面をもとに, 折り目特異点のみをもつ
R3

1の 3重周期的空間的極大曲面の 1径数族を構成した. そしてその折り目特異点を時間
的極小曲面に拡張することで, 3重周期的でその基本ピースが種数 3の閉曲面と同相, か
つ特異点のない平均曲率 0埋め込みの 1径数族を構成した (図 1.2). さらにこの 1径数族
の極限として上述の常螺旋面や Scherk型曲面が得られることも示した.

図 1.2: Schwarz D型の空間的極大曲面を折り目特異点に沿って実解析的に拡張した平均
曲率 0埋め込み. 左: a = 0.1, 中央: a = (

√
3− 1)/

√
2 ≈ 0.52, 右: a = 0.9. 白い部分が

空間的極大曲面, 黒い部分が時間的極小曲面に対応している.
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2 3重周期的極大曲面
2.1 Schwarz P型, Schwarz D型の極大曲面族

本節では Schwarz P曲面や Schwarz D曲面と呼ばれるR3の 3重周期的極小曲面の 1

径数族をもとにR3
1の 3重周期的な空間的極大曲面の 1径数族を構成する. R3

1の標準座
標系として (x, y, t)または (x1, x2, x3)を用いる.

種数 3のコンパクトRiemann面Maを

Ma :=
{
(z, w) ∈ (C ∪ {∞})2 ; w2 = z8 + (a4 + a−4)z4 + 1

}
で定義する. ただし a ∈ (0, 1)は定数とする. Ma上の有理型関数 gと正則 1形式 ηθを

g := z, ηθ := eiθ
dz

w

で定める. ただし θ ∈ [0, π)は定数とする.

(2.1) f̂a,θ := Re

∫ (
1− g2, i(1 + g2), 2g

)
ηθ.

とおくと f̂a,θ は R3 の極小曲面を定める. 特に a = (
√
3 − 1)/

√
2 のとき, すなわち

a4 + a−4 = 14のとき, f̂a,0, f̂a,π/2はそれぞれ Schwarz P曲面, Schwarz D曲面という
3重周期的極小曲面である. また, a ∈ (0, 1)に対して f̂a,0, f̂a,π/2 はそれぞれ Schwarz P

族, Schwarz D族と呼ばれる 3重周期的極小曲面の 1径数族である (図 2.1). Schwarz P

曲面および Schwarz D曲面の周期については, 庄田敏宏氏 (佐賀大学) のウェブページに
詳しい計算がある. (g, ηθ)を f̂a,θのWeierstrass dataという.

一方, 上と同じMa, G, ηθに対して,

(2.2) fa,θ := Re

∫ (
1 + g2, i(1− g2), 2g

)
ηθ.

とおくと fa,θはR3
1の特異点付き空間的極大曲面を定める.

注意 2.1. 一般にC∞級写像 f : M → R3
1に対して, M のある開かつ稠密な部分集合W

が存在して制限写像 fW が平均曲率 0の空間的はめ込みを定め, かつ各 p ∈ M に対して
df(p) ̸= 0が成り立つとき, f を極大面という ([20]). fa,θは極大面である.

fa,θはMa上well-definedではないが, R3の Schwarz P, D曲面と同様の周期計算を行
うことで次が得られる.

命題 2.2 ([10]). b = b(a) := a4 + a−4とおく. b ∈ (2,∞)である. また, 各 a ∈ (0, 1)に
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a = 0.1 a =

√
3− 1√
2

a = 0.9

図 2.1: 上: Schwarz P族. 下: Schwarz D族.

対して, 正の実数 qj(a) (j = 1, 2, 3, 4)を次で定める.

q1(a) :=

∫ ∞

0

4ds√
(b+ 2)s4 − 2(b− 6)s2 + b+ 2

,

q2(a) :=

∫ ∞

0

ds√
s4 + s2 + (b+ 2)/16

,

q3(a) :=

∫ ∞

0

4ds√
(b+ 2)s4 + 2(b− 6)s2 + b+ 2

,

q4(a) :=

∫ ∞

0

ds√
s4 − s2 + (b+ 2)/16

.

さらに vj(a), v
′
j(a) ∈ R3

1 (j = 1, 2, 3) を

v1(a) := (q2(a), 0, 0), v2(a) := (0, q2(a), 0), v3(a) := (0, 0, q1(a)),

v′1(a) := (q4(a), 0, q3(a)), v′2(a) := (0, q4(a), q3(a)), v′3(a) := (0,−q4(a), q3(a))

で定め,

Λa :=


3∑

j=1

mjvj(a) ; mj ∈ Z

 , Λ′
a :=


3∑

j=1

mjv
′
j(a) ; mj ∈ Z

 ,

とおく. このとき, fa,0, fa,π/2 の実周期はそれぞれ Λa, Λ
′
a に含まれる. すなわち fa,0,

fa,π/2はともに 3重周期的極大曲面である. fa,0, fa,π/2をそれぞれR3
1/Λ1, R

3
1/Λ

′
aへの

写像と見なせば fa,0, fa,π/2はともにMa上 well-definedである (図 2.2).
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fa,0, fa,π/2はそれぞれR3の Schwarz P曲面, Schwarz D曲面と同じWeierstrass data

から構成されているので, fa,0を Schwarz P型の極大曲面族, fa,π/2を Schwarz D型
の極大曲面族とよぶ.

a = 0.1 a =

√
3− 1√
2

a = 0.9

図 2.2: 上: Schwarz P型の極大曲面族. 下: Schwarz D型の極大曲面族.

fa,θの第 1基本形式は
ds2 = (1− |g|2)2ηθη̄θ

で与えられる. p ∈ Maが特異点 (すなわち ds2が退化する点) であることと, |g(p)| = 1

が成り立つことは同値である. さらに特異点 pにおいて Im(dg/(g2η)) ̸= 0が成り立つ
とき, この特異点はカスプ片であることが知られている ([9, Fact 1.3]). このことから
θ ̸= 0, π/2ならば任意の a ∈ (0, 1)に対して fa,θの特異点はカスプ片のみであることが分
かる. 一方, θ = 0ならば fa,0の特異点は錐的特異点のみであることが分かる ([9, Lemma

2.3]). また, 錐的特異点をもつ極大曲面に対して, その共役曲面の対応する点は折り目特
異点になっている ([16]). よって fa,π/2の特異点は折り目特異点のみであることが分かる.

2.2 1径数族の極限

ここでは前節で構成した Schwarz P型およびD型の極大曲面の 1径数族

fa,0 : Ma → R3
1/Λa, fa,π/2 : Ma → R3

1/Λ
′
a, a ∈ (0, 1)

の極限を考察する.
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a = 0.9 a → 1
S+

S0

図 2.3: 極限: a → 1. 上: Schwarz P型極大曲面. 下: Schwarz D型極大曲面.

a → 1のとき, Riemann面Ma は 4点 (z, w) = (±e±πi/4, 0)を特異点にもつ 2つの
Riemann球面C ∪ {∞}に崩壊する. そして fa,θの極限はM1 := (C ∪ {∞}) \ {±e±πi/4}
上で定義された

g = z, ηθ = ±eiθ
dz

z4 + 1

(
θ ∈ [0, π)

)
をWeierstrass dataとする 2つの合同な極大曲面になる. g = z, ηθ = eiθ(z4 + 1)−1dz

をWeierstrass dataとするM1上の極大曲面を f1,θと書くことにすると, f1,0は錐的特異
点をもつ 3重周期的極大曲面で, 4つのエンド z = ±e±πi/4の f1,0による像は光的直線に
なっている. さらに f1,0は

S+ := {(x, y, t) ∈ R3
1 ; cos t = cosx cos y}

で定義される 3重周期的極大曲面の部分集合と一致する (f1,0 を光的直線に沿って実解
析的に拡張すると S+と一致する. 図 2.3上). 一方, f1,π/2は折り目特異点をもつM1上
well-definedな極大曲面であり, (1.3)で定義される平均曲率 0埋め込み S0 ([18, 3]) の空
間的曲面の部分に一致する (f1,π/2を折り目特異点に沿って実解析的に拡張すると S0と
一致する. 図 2.3下).

次に a → 0の極限を見るために, まず曲面を
√
a4 + a−4fa,θ と拡大してから a → 0と

する. このとき Riemann面Ma は 2点 (z, w) = (0, 0), (∞,∞)を特異点にもつ 2つの
Riemann球面C ∪{∞}に崩壊する. そして fa,θの極限はM0 := C \ {0}上で定義された

g = z, ηθ = ±eiθ
dz

z2
(
θ ∈ [0, π)

)
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a = 0.9 a → 1
EC
H

図 2.4: 極限: a → 0. 上: Schwarz P型極大曲面. 下: Schwarz D型極大曲面.

をWeierstrass data とする 2 つの合同な極大曲面になる. g = z, ηθ = eiθz−2dz を
Weierstrass dataとするM0上の極大曲面を f0,θと書くことにすると, f0,0は錐的特異点
をもつM0well-definedな極大曲面で,

EC := {(x, y, t) ∈ R3
1 ; sinh

2 t = x2 + y2}

で定義される極大曲面と一致する (図 2.4上). 一方, f0,π/2の極限は折り目特異点をもつ
1重周期的な極大曲面で, (1.2)で定義される平均曲率 0埋め込みH ([18, 3]) の空間的曲
面の部分に一致する (f0,π/2を折り目特異点に沿って実解析的に拡張すると S0と一致す
る. 図 2.4下).

注意 2.3. f1,0を光的直線に沿って解析的に拡張すると, 拡張された部分は時間的曲面で
はなく空間的 (極大) 曲面になる. これはいつも成り立つわけではなく, 空間的極大曲面
を光的直線に沿って拡張すると時間的極小曲面が得られることもある ([4]).

3 Schwarz D型極大曲面から平均曲率0埋め込みへの実解析拡張
折り目特異点をもつ空間的極大曲面 f0,π/2, f1,π/2を特異点に沿って実解析的に拡張す
ると, 拡張された部分は時間的極小曲面となることを前節で見た. 第 1節で紹介した通
り, このことは折り目特異点をもつ空間的極大曲面に関して一般に成り立つ.

そこで本節では, 前節で構成した Schwarz D型の 3重周期的極大曲面の 1径数族 fa,π/2,

a ∈ (0, 1) (特異点は折り目特異点のみ) を折り目特異点に沿って実解析的に拡張し, それ
が平均曲率 0埋め込みになることを見る. 以下記述を簡単にするため, fa,π/2を単に faと
書くことにする.
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faの微分を直接計算することで次の補題が得られる.

補題 3.1. 次の (1)–(3) が成り立つ.

(1) z = t (0 ≤ t < 1) の faによる像は x2-軸に平行な線分である.

(2) z = eπi/4t (a ≤ t < 1) の faによる像は直線 {x3 = x1 + x2 = 0}に平行な線分で
ある.

(3) z = eπi/4t (0 ≤ t ≤ a) の faによる像は平面 {x1 = x2}と平行なある平面に含まれ,

faはこの平面に直交する.

faの特異点集合は |z| = 1に対応しているから, その faによる像は光的曲線

(3.1) γa(s) :=

∫ s

0
ξa(t) (1, − cos t , − sin t) dt,

(
ξa(t) :=

2√
2 cos 4t+ a4 + a−4

)
.

で与えられる. ここで

f̃a(u, v) :=
1

2
(γa(u+ v) + γa(u− v)) ,

とおくと, f̃aは時間的極小曲面で

(3.2) f̃a(u, 0) = γa(u),

が成り立ち, かつ f̃aは fa,π/2の実解析的拡張になっている ([5]).

f̃a(u, v)は |v|が十分小さければはめ込みになるが, ∂f̃a/∂uと ∂f̃a/∂vを直接計算する
ことで, 特に次が得られる.

補題 3.2. f̃a(u, v)はR× (0, π)上で (時間的) はめ込みになる.

次の補題も f̃aの微分を直接計算することで得られる.

補題 3.3. f̃aは以下の直線または線分を含む.

(1) f̃a(u, π/2) (u ∈ R) は x3-軸に平行な直線である.

(2) f̃a(0, v) (0 < v < π) は x2-軸に平行な線分である.

(3) f̃a(π/4, v) (0 < v < π)は直線 {x3 = x1 + x2 = 0}に平行な線分である.

R3の極小曲面における鏡像原理と同様に, 空間的極大曲面や時間的極小曲面について
も次の鏡像原理が成り立つ.

事実 3.4 (cf. [1, Theorem 3.10], [15, Lemmas 4.1 and 4.2]).

(1) 空間的極大曲面が空間的直線を含むならば, 曲面はこの直線に関して対称である.

(2) 空間的極大曲面がある時間的平面に直交しているならば, 曲面はこの平面に関して
対称である.
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(3) 時間的極小曲面が空間的直線または時間的直線を含むならば, 曲面はこの直線に関
して (局所的に) 対称である.

(4) 時間的極小曲面が空間的平面または時間的平面に直交しているならば, 曲面はこの
平面に関して (局所的に) 対称である.

今 f̃a(u, 0) (u ∈ R) は折り目特異点であり f̃a(u, π/2) (u ∈ R) は直線であるから, 事
実 3.4 (3)　により f̃a(u, π) (u ∈ R) もまた折り目特異点であって, この特異点に沿って
f̃aを Schwarz D型極大曲面に実解析的に拡張することができる. また,

(3.3) Ωmin
a := {f̃a(u, v) ∈ R3

1 ; 0 ≤ u ≤ π/4, 0 < v ≤ π/2}

とおくと, 補題 3.2により Ωmin
a は時間的はめ込みであり, その境界 ∂Ωmin

a は次の 3つの
線分

Lmin
A := {f̃a(0, v) ∈ R3

1 ; 0 < v ≤ π/2},
Lmin
B := {f̃a(π/4, v) ∈ R3

1 ; 0 < v ≤ π/2},
Lmin
C := {f̃a(u, π/2) ∈ R3

1 ; 0 ≤ u ≤ π/4},

および特異点集合 γa(s) (0 ≤ s ≤ π/4) からなる. 事実 3.4により, f̃aは Ωmin
a の境界の

線分に関する鏡映を繰り返すことによって得られる.

一方,

(3.4) Ωmax
a := {fa(z) ∈ R3

1 ; 0 ≤ |z| < 1, 0 ≤ arg z ≤ π/4}

とおくと Ωmax
a は空間的はめ込みであり, 補題 3.1および事実 3.4により fa は Ωmax

a の
(折り目特異点以外の) 境界に関する鏡映を繰り返すことによって得られる.

Ωmax
a の境界 ∂Ωmax

a は

{z ∈ C ; 0 ≤ |z| < 1, arg z = 0} and {z ∈ C ; a ≤ |z| < 1, arg z = π/4},

の像に対応する 2本の線分,

{z ∈ C ; 0 ≤ |z| ≤ a, arg z = π/4},

の像に対応する平面曲線, および特異点集合 γa(s) (0 ≤ s ≤ π/4) からなる.

(3.5) Ω1
a := Ωmax

a ∪ {γa(s) ; 0 ≤ s ≤ π/4} ∪ Ωmin
a

とおく. Ωmax
a と Ωmin

a とは γa(s) (0 ≤ s ≤ π/4) を通して実解析的に繋がっているので,

Ω1
aは (平均曲率 0の) はめ込みであることが分かる.

Lmax
A := {fa(z) ∈ R3

1 ; 0 ≤ |z| < 1, arg z = 0},
Lmax
B := {fa(z) ∈ R3

1 ; a ≤ |z| < 1, arg z = π/4},
Lmax
C := {fa(z) ∈ R3

1 ; 0 ≤ |z| ≤ a, arg z = π/4}.
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LA

LB

Lmax
C

Lmin
C

LA

LB

Lmax
C

Lmin
C-

6
x1

x2

図 3.1: 左: (3.5)で定義されたΩ1
a. 真ん中の曲線が特異点集合 γa(s)で, その左側がΩmax

a ,

右側が Ωmin
a . 右: 線分 Lmin

C が 1点に見えるように別の視点から見た Ω1
a. 上側が Ωmax

a ,

下側が Ωmin
a .

とおくと補題 3.1により Lmax
A は x2-軸に平行な線分, Lmax

B は

{(x0, x1, x2) ∈ R3
1 ; x0 = 0, x1 + x2 = 0}

に平行な線分であり, Lmax
C は

{(x0, x1, x2) ∈ R3
1 ; x1 = x2}

に平行な平面に含まれる.

従ってLmax
A とLmin

A , およびLmax
B とLmin

B はそれぞれ同一直線上にある. LA := Lmax
A ∪

Lmin
A , LB := Lmax

B ∪ Lmin
B とおく. Ω1

aの境界 ∂Ω1
aの x1x2-平面への射影は直角二等辺三

角形になる (図 3.1). この二等辺三角形およびその内部を∆で表す. また, 線分 Lmin
C の

長さを |Lmin
C |で表す.

Ω1
aがはめ込みであることはすでに見たが, γa(s)の x1x2-平面への射影が凸曲線である

ことと γa(s)の x3-成分が単調増加であることに注意して Ωmin
a および Ωmax

a の振る舞い
を詳しく考察すると次の命題を得る.

命題 3.5 ([10, Proposition 3.4]). 各 a ∈ (0, 1)に対してΩ1
aは埋め込みである. さらにΩ1

a

は底面が∆で高さが |Lmin
C |の (直角二等辺) 三角柱の閉包に含まれる.

次に Ω1
a の平面曲線 Lmax

C による鏡映を考え, Ω1
a とその鏡像との和集合を Ω2

a で表す
(図 3.2). すると Ω2

aも埋め込まれており, その境界は 5本の線分からなる (LB とその鏡
像は同一直線上にある).

LAの鏡像を L′
Aで表す. Ω2

aをさらに LAおよび L′
Aに関する鏡映によって 4倍に拡張

し, それらの和集合を Ω8
aで表す. すると Ω8

aも埋め込まれておりその境界は 4本の水平
(空間的)な線分および 4本の垂直 (時間的) な線分, 計 8本の線分からなる (図 3.3).
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LA

L′
A

LB

Lmax
C

Lmin
C

LA

L′
A

LB

Lmax
C

Lmin
C-

6
x1

x2

図 3.2: 左: Ω2
a, すなわちΩ1

aとそのLmax
C に関する鏡像. Lmax

C の右側が元のΩ1
aで左側が

その鏡像. 白く見える部分が空間的曲面で黒く見える部分が時間的曲面. 右: 別の視点か
らみた Ω2

a. 右下が元の Ω1
aで左上がその鏡像.

-
6

x1

x2

図 3.3: 左: Ω8
a, すなわち Ω2

aとその LAおよび L′
Aに関する鏡像. 手前が元の Ω2

a. 右: 別
の視点から見た Ω8

a.
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L̂B

L̂C

図 3.4: Ω8
aおよび L̂B, L̂C .

@@R

L̂B

L̂C

図 3.5: Ω32
a , すなわち Ω8

aとその L̂B および L̂C に関する鏡像.

ここで Ω8
aを x3-軸のまわりに π/4回転し, x3-成分が小さい方の水平な線分 (図 3.1お

よび図 3.2でLBと書かれている線分) が x1-軸と平行になるようにする. するとΩ8
aの境

界 ∂Ω8
aは x1-軸と平行な 2本の線分, x2-軸と平行な 2本の線分および x3-軸と平行な 4本

の線分からなる. この中から x1-軸と平行な線分の 1つを L̂B, x3-軸と平行な線分で L̂B

のとなりにある線分の 1つを L̂C と名付ける (図 3.4).

L̂B および L̂C の長さをそれぞれ |L̂B|, |L̂C |で表す. Ω8
aを, L̂B および L̂C に関する鏡

映を考えることでさらに 4倍に拡張し, それらの和集合をΩ32
a で表す. するとΩ32

a は埋め
込まれており, さらにΩ32

a は底面が 2|L̂B|を 1辺の長さとする正方形, 高さが 2|L̂C |の直
方体の閉包に含まれる (図 3.5).

よって Ω32
a を(

2ε0|L̂C |, 2ε1|L̂B|, 2ε2|L̂B|
)
, εj = ±1 (j = 0, 1, 2)

だけ平行移動したものは, Ω32
a のある境界の線分に関する鏡像と一致させることができる

から, Ω32
a を

(
2ε0|L̂C |, 2ε1|L̂B|, 2ε2|L̂B|

)
(εj = ±1, j = 0, 1, 2) だけ平行移動したもの

と Ω32
a は実解析的に繋がる. 従って,

Ωa :=
{
Ω32
a + (2m0|L̂C |, 2m1|L̂B|, 2m2|L̂B|) ; m0,m1,m2 ∈ Z

}
⊂ R3

1
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図 3.6: 左: Ω32
a=0.9. 右: その極限 a → 1.

図 3.7: 左: Ω32
a=0.1. 中央: 別の視点から見た Ω32

a=0.1. 右: その極限 a → 0.

はR3
1の埋め込まれた 3重周期的曲面になる. すなわち,

Γa :=
{
(2m0|L̂C |, 2m1|L̂B|, 2m2|L̂B|) ∈ R3

1 ; m0,m1,m2 ∈ Z
}
⊂ R3

1

とおくと Ω32
a はR3

1/Γa内の埋め込まれた曲面になる. 図 1.2と図 2.1の下の図を見比べ
ると ΩaはR3の Schwarz D曲面と同相であることがわかるから, Ω32

a をR3
1/Γaの曲面

と見なせばこれは種数 3の向きづけられた閉曲面と同相である.

最後に Ωa の極限であるが, 前節の極大曲面のときと同様の考察で, a → 1とすると
(1.3)の S0と合同な曲面が 2つ得られ (図 3.6), Ωaに

√
a4 + a−4をかけて拡大してから

a → 0とすると (1.2)のHと合同な曲面が 2つ得られる (図 3.7).

以上をまとめて次の結果を得る.

主定理. Schwarz D型の極大曲面の 1径数族 {Xa}0<a<1を折り目特異点に沿って実解析
的に拡張することで, 平均曲率 0埋め込みの 1径数族

X̃a : Σa → R3
1/Γa (0 < a < 1)

が得られる. ただし ΓaはR3
1のある格子で, Σaは種数 3の向きづけられた閉曲面である

(図 1.2). さらにこの 1径数族は (1.3)の S0と (1.2)のHを極限にもつ.
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注意 3.6. 同様の方法で, R3の Schwarz H曲面と呼ばれる 3重周期的極小曲面の共役曲
面のWeierstrass data

Ma :=
{
(z, w) ∈ (C ∪ {∞})2 ; w2 = z(z3 + a3)(z3 + a−3)

}
(0 < a < 1),

g := z, η := i
dz

w

からもR3
1の平均曲率 0曲面の 1径数族が得られる. コンピュータによる実験では, この

1径数族も全て埋め込まれているように見える (図 3.8参照).

a = 0.1 a = 0.5 a = 0.9

図 3.8: Schwarz H型の平均曲率 0曲面.
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